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梨

報

〇
十
月
二
十
日
「
閲
位
」
第
二
十
四
賊
疲
行

0
士
月
二
十
四
日
苫
血
内
に
於
て
午
綬
一
時
牛
よ
り
記
念
祭
執
行
、
終
つ

て
大
阪
市
立
大
學
教
授
内
誇
乾
吉
氏
の
「
日
本
古
代
の
官
制
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
記
念
講
演
が
あ
っ
た
。

0
同
日
本
會
粛
務
所
に
於
て
評
歳
戯
會
を
開
き
蝿
事
改
速
の
結
果
、
小
合

正
恒
、
上
野
梢
一
、
太
間
涸
策
―
―
-
、
今
村
荒
男
の
四
氏
将
選
、
岡
橋
林
、
桑

田
芳
玖
の
二
氏
妍
追
、
十
月
―
―
―
十
日
懺
任
。

0
同
日
評
議
員
會
に
引
紋
き
理
叩
會
を
開
き
、
本
會
の
班
務
所
を
「
大
阪

市
東
顧
北
粕
三
丁
目
一
―

1
0番
地
」
に
移
麟
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
C

明

治

の

佼

詩

墳

明
治
の
精
肺
と
啄
木

明
治
仰
期
の
官
原

明

治

の

女

性

日
本
郭
清
の
夜
展
と
外
費

明
治
賢
學
の
一
隅

拇園敦[i•[ 京

物立大大

館京名敦

長敦狡春狡

肺
田
喜
一
郎

六
七

0
昭
和
二
十
八
年
十
月
五
日
よ
り
十
日
ま
で
の
六
日
間
、
本
會
及
阪
大
文

摩
部
主
催
、
大
阪
市
大
文
學
部
、
朝
日
新
間
耽
後
投
で
、
阪
大
胃
摩
部
第
二

諮
堂
に
於
て
、
符
日
午
後
六
時
半
か
ら
八
時
ま
で
、
第
六
回
恨
栂
幽
講
匝

（

切

治

の

開

催

、

謄

講

者

延

八

百

人

。

0
十
一
月
二
十
四
日
右
移
韓
認
可
の
中
請
書
を
文
部
省
へ
提
出
。

〇
十
二
月
本
月
以
昨
會
培
の
都
合
に
よ
り
定
日
諮
義
（
萬
葉
集
詣
義
）
休

じ

t
o
詞0
昭
和
二
十
九
年
茸
月
二
十
四
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
、
本
會
及
阪
大
文

際
部
主
催
、
大
阪
市
大
文
學
部
、
朝
日
新
間
証
後
援
の
下
に
、
阪
大
腎
學
部

第
一
諧
棠
に
於
て
、
苺
日
午
後
六
時
牛
よ
り
八
時
ま
で
、
第
七
回
懐
伯
傲
諮

脱
（
古
典
購
廊
）
開
催
、
麟
請
者
延
九
百
人
。

に
設
け
ま
し
た
か
ら
、
本
槃
に
御
用
向
の
節
は
、
す
べ
て
同
所
宛
に
お
願
い

し
ま
す
。

懐
徳
堂
事
務
連
絡
所
今
回
本
裳
の
事
務
迎
絡
所
を

懇
中
市
榮
原
阪
大
文
學
部
内

水

鰈

注

高
坂

IE則

坂

山

吉

雄

石

田

一

良

堀

江

保

疲

古
武
親
四
郎

萬

葉

集

演
題
と
請
師

周

易

女
0

、

コ

’
J

珀

―

-

＝

"

尚

書
説

文

京闘京闘
大

大大名大

数数翠合敦

数
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鹿
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渇
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孝

京大闘

大學西

紋数墨

狡校院

阪

大

数

狡

朋
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大

敦

狡

快

他

堂

喘

姉

京

大

助

数

狡

木
村
英
一

眼

源

詳

平

岡

武

夫

石
田
純
太
郎
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0
岱
頑
に
掲
げ
た
占
武
先
生
の
「
明
治
臀
緊
の
一
郎
」
は
、
昨
年
十
月
九
日

の
懐
徳
党
揺
限
に
於
け
る
御
誨
演
の
要
311
で
あ
る
。
先
生
は
言
ふ
ま
で
も
な

＜
賞
代
我
國
感
嵐
富
介
の
大
先
叩
事
で
あ
っ
て
、
こ

A

に
他
へ
ら
れ
た
明
治
零
祖
学

界
の
諮
大
家
逹
の
面
影
ぱ
、
い
づ
れ
も
先
生
が
直
接
の
御
交
際
を
油
じ
て
晶

ら
れ
た
毀
重
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
心
あ
る
讀
者
に
提
供
し
て
味
讀
を
晶
ひ

度
い
と
思
ふ
。

0
澤
消
児
生
の
萬
業
渠
ぱ
、
炭
徳
党
の
古
い
邸
溝
比
自
に
は
炭
し
い
も
の
で
あ

る
。
今
春
五
月
一
一
十
八
日
の
占
典
嘴
限
に
、
久
し
振
り
に
演
域
に
立
つ
て
下

さ
つ
て
、
末
認
者
は
常
に
浴
れ
た
。
そ
し
て
今
ま
た
こ
の
一
篇
を
い
た
ゞ
<

こ
と
が
出
末
た
の
は
、
深
く
喜
が
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

0
張
源
詳
児
生
も
亦
占
い
懐
悠
党
の
講
師
で
、
党
友
に
は
お
な
じ
荘
の
先
生

で
あ
る
。
音
菜
美
學
者
・
昔
采
評
論
家
・
闘
団
堺
院
大
緊
政
長
と
し
て
開
え

て
ゐ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
論
文
は
、
先
生
の
表
斜

で
ば
な
い
が
、
終
面
目
な
先
生
に
は
中
周
の
占
典
を
愛
好
さ
れ
る
一
面
が
あ

つ
て
、
今
回
こ
の
一
篇
を
寄
吐
ら
れ
た
。
占
典
琺
の
専
門
家
で
な
い
人
の
訟

見
と
し
て
興
味
深
い
。

0
荊
水
阪
大
助
敦
長
の
文
は
、
竹
林
七
毀
の
一
人
で
あ
る
特
康
の
生
課
を

描
か
れ
た
評
側
で
あ
る
。
煎
か
ら
ず
競
か
ら
ず
、
長
か
ら
ず
虹
か
ら
ず
、
文

に
過
ぎ
ず
野
に
陪
ら
ず
、
説
し
怜
好
の
紹
介
で
あ
ら
う
。

0
黒
江
一
郎
氏
は
宮
崎
大
界
の
放
授
で
、
我
國
先
緊
の
學
娯
の
表
彩
に
つ
と

め
て
居
ら
れ
る
篤
牧
た
學
者
で
あ
る
。
著
害
に
『
安
井
息
粁
』
が
あ
り
、
ま

後

編

輯

後

記

已
... 、1
c
I
 

た
氏
の
や
り
心
編
梨
に
成
っ
た
息
軒
逍
文
集
（
附
註
粋
）
が
印
刷
中
で
あ
る
と

附
い
て
ゐ
る
。
こ

A

に
叔
吐
た
文
は
、
年
門
公
の
文
學
に
つ
い
て
の
新
狸
の

史
料
を
特
に
寄
亡
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

0
逍
友
會
員
音
代
節
碓
氏
が
熱
心
な
郷
土
史
研
究
家
で
あ
る
こ
と
は
、
四
れ

も
な
い
事
毀
で
あ
る
。
今
回
快
く
絹
輯
者
の
諮
ひ
を
納
れ
て
、
特
に
淀
川
―
―
―

十
布
船
く
ら
わ
ん
か
船
に
つ
い
て
空
懇
畜
の
一
端
を
害
か
れ
、
興
味
深
い
試

在

物

を

提

供

し

て

下

さ

っ

た

の

は

ま

こ

と

に

有

り

難

い

。

、

0
こ
A

に
網
輯
弄
と
し
て
、
執
罪
し
て
下
さ
っ
た
か
た
が
た
に
引
し
て
、
感

湖
と
放
滋
と
を
さ

A
げ
る
。
（
編
輯
者
）

六
八




